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別紙

委員長　　　　開会宣言、あいさつ

議長　　　　　あいさつ

副町長　　　　あいさつ

委員長　　　　これより議事にはいります。事務手続きの関係で、議案第58号、議案第64号、議案第61号、議案第62号という順番になります。
議案第58号

委員長　　　　まず、本委員会に付託されました、議案第58号平成20年度長久手町公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）についてを議題といたします。議案第58号について執行部の説明を求めます。

下水道課長　　議案第58号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第58号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
前田委員　　　繰越金で4億8,772万円というのは前年度の寄附金か。
下水道課長　　平成19年度中に中部区画整理組合が納付した寄附金です。
前田委員　　　9月議会で基金に入れたのか。

下水道課長　　はい基金に繰り入れました。

前田委員　　　この前年度繰越金の6,929万円、これから下水道事業もかなりの計画があるが、これはなぜ基金に入れなかったのか。

下水道課長　　6,929万円については、一度、歳入歳出を精算するということで、平成19年度中も一般会計の繰入金から6億5,100万円くらい繰り入れているので、一度戻すという形をとりました。

委員長　　　　他ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第58号平成20年度長久手町公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第58号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第64号

委員長　　　　次に、議案第64号町道路線の認定についてを議題といたします。議案第64号について執行部の説明を求めます。

建設部次長兼土木課長　議案第64号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第64号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

川合委員　　　丸根の中の道だが、今現在は農道だから一般車両は入ってくれるなという看板がたっている。町道になるとなくなるのか。
建設部次長兼土木課長　取るかどうかは改良区と相談させてもらいますが、現実には撤去しなくてはいけないと思っています。

川合委員　　　普通の車が通ると道が壊れてしまう。

建設部次長兼土木課長　整備は終わっていますので、壊れる状況ではありません。確認は取っています。

委員長　　　　住民からみると、町道も農道もそう変わってみえないが、町道になると先ほど川合委員が言ったこと以外に、どう変わるのか詳しく知りたいのと、町道として受け取っていく条件があれば教えてほしい。
建設部次長兼土木課長　認定をかけると道路法の網がかかります。3.5ｍ以上空いてないと駐車禁止等規制がかかってきます。その他については公共用物で管理しています。認定条件としては、舗装等を整備されたということで認定しています。

川合委員　　　N－８６１（池田3号線）は今まで何だったのか。
建設部次長兼土木課長　公共用物管理をしていましたが、整備が終わっているということで、認定をかけます。

委員長　　　　他ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第64号町道路線の認定について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第64号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第61号

委員長　　　　次に、議案第61号長久手町税条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第61号について執行部の説明を求めます。

税務課長　　　議案第61号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第61号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
副委員長　　　この改正によって、控除の対象となる団体がどの程度増えるのかということと、金額の見込みも教えてほしい。
税務課長　　　国公立大学法人が県内7つあります。旧民法法人が35、学校法人が50、社会福祉法人が588、厚生保護法人が8、NPO法人3が、今回新しく寄附金控除の対象になります。額については、1人だいたい、寄附した額から5,000円を引いた10％。限度として、所得金額の3割という形になっています。寄附金がまだどれだけあるかはわかりません。細かい数字まで拾っていません。試算として4万円寄付していただく方だと、5,000円引いた3万5,000円の一割の3,500円ぐらいであろうと思っています。
前田委員　　　条例の中身をみると、県内の団体に対する寄附となっている。それらに対する寄附を長久手町の町民税で税額控除するということだが、県民税はどうか。

税務課長　　　県内に主な事業所がある法人、または団体になります。県民税もこの12月に議会に提出していますので、県と調整して町民税、県民税両方合わせて、引いていくことになります。
前田委員　　　寄附金とあるが、例えば、車椅子や福祉バス等、現物を寄附したいという場合、対象にはならないのか。

税務課長　　　所得税法で言うと、土地等を寄附した場合、その土地の価格によってお金に換算して寄附金控除の対象にしていますので、同様になります。
委員長　　　　先ほど4万円の例をあげて、5,000円を控除してその一割3,500円ということだったが、今まで、寄附する方は年にどのくらいあって、町としては、収入減ということになると思うが、そう影響はないのかということと、4万円の例をあげて、県にいくのと、町へ控除されることについてもう少し詳しく言ってもらえないか。
税務課長　　　金額だが、4万円寄附されると3,500円になります。町が6割、県が4割になります。昨年度の例だが、2件の寄附金控除がありました。その前が4件くらいですので、それぐらいの件数だと思います。税に響く割合としては本当に微々たるものだが、昨年までは基礎が10万円だったので、実際もっとあったかもしれませんが、出てきませんでした。これが5,000円以上の寄附になったので、件数として多くなってくると思います。

副委員長　　　これからの周知体制はどうか。

税務課長　　　寄附金控除については、周知はしていません。控除があるということはホームページ等で載せて、住民に周知していきます。
委員長　　　　他ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第61号長久手町税条例の一部を改正する条例について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第61号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第62号

委員長　　　　次に、議案第62号長久手町安心で安全なまちづくり条例の制定についてを議題といたします。議案第62号について執行部の説明を求めます。

安心安全課長　議案第62号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第62号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
川合委員　　　この条例が認可されると、具体的な施策は何を考えているか。

安心安全課長　基本的には、これまで町が防犯に対する活動を色々行ってきました。それのより所とするということで、町、町民、事業者それぞれの役割を具体的にしました。こういった所が連携して、より犯罪を防止するために色々な活動を展開していきたいと思いますが、個々具体的にはまだ、計画していません。

前田委員　　　形式的なことだが、長久手町安心で安全なまちづくり条例と名称そのものが漠然としており、中身をみると、犯罪のない安心で安全なまちづくりと言うことで、犯罪を基本的に述べた条例だと思うが、他の市町村はどのような名称でやっているか。

安心安全課長　平成16年に愛知県で条例が制定されています。この時の愛知県安全なまちづくり条例がきっかけで、この条例制定に至っています。近隣市町の名称ですが、瀬戸市は安全で住みよいまちづくり条例、尾張旭市は犯罪のないまちづくり条例、日進市は安全なまちづくり条例、東郷町は安全なまちづくり条例、豊明市は安心と安全な防犯まちづくり条例ということで、その他の県内の市町についても、安全なまちづくり条例という名称が一番多い状況です。
前田委員　　　防犯という言葉を入れた方がよりはっきりしたのではないかと思う。第2条の2、定義で事業者の説明をしているが、非常にわかりにくい。安心で安全なまちづくりというような題目を掲げるなら、文言ももう少しわかりやすくならないのか。事業者とぱっと読んで、わかる人はあまりいない。文言をもう少しわかりやすい表現の方法があると思う。これだけに限ったことでなく、副町長に尋ねたい。
副町長　　　　先ほど、課長が申した通り、愛知県の条例があり準則的な所がありますので、こういった定義についても考えさせていただきました。
前田委員　　　町として、ひな形をそのまま持ってくるのではなく、趣旨は変えてはいけないが、もう少しわかりやすい文言に変えるような努力をしてはどうか。

安心安全課長　愛知署管内、2市2町、今回同じ議会に出しており、担当者が集まり内容についてそれぞれ勉強しながらやってきています。今言われた部分については、2市2町全て統一しています。今後については、我々だけでなく、よりわかりやすい条例に努めていきます。

副委員長　　　よりよいわかりやすい条例づくりに心がけると発言されたのであれば、この委任の項目にでも、見直し規定等なぜ含まなかったのか。条例の見直しに関する町の考え方はどうか。
安心安全課長　条例本文中に見直しの規定は、一般的には具体的に記述していないのが多いと思いますが、実際、条例が社会情勢の変化や住民の要望によって改正が必要になれば、その時期にしかるべき手続きをとっていきます。
副委員長　　　見直し規定は理念条例ならあってもいいのではないかと思う。自治基本条例等の作られている制定市町でも、そういうことを規定することの議論は起きている。個々に追々条例を追加していくなり削っていくことをされるということか。

安心安全課長　支障があれば、その時点で協議していきたいと思っています。

水野委員　　　今、前田委員が言われたように、この文言はわかりにくい所がある。例えば、これをもっと町民や事業者、町の役割と書かれているので、これをもっとわかりやすく、広報、また広報に載せたものをホームページに今後載せていったらと思うがどうか。
安心安全課長　当然、条例が制定されれば、その内容の周知については真っ先にやらなければならないことだと思っています。努力していきます。
委員長　　　　7条と8条ですか、長久手独自のものと言っていましたが、その背景に確かな根拠があったのかということと、先ほど川合委員も言っていたが、独自性を生かした具体的な施策はこれからということか。
安心安全課長　7条については、きっかけは町では直接ありませんでしたが、全国的に学校や保育園等での侵入者犯罪が背景にあります。施設者としてのハード面ソフト面、両面での充実が必要であるということで、事実本町においては、ハード面については施設の施錠や、ソフト面については職員の防犯講習等を毎年やっています。そういったものをより充実していくために、あえて町への努力義務を課すということで整備しました。8条については、これまでは一般的には周りの者、学校の先生やPTA等大人が子供を守る施策が中心になっていましたが、子供も自らが自分の危険を知り、なおかつ、危険を回避する能力を養うのを手伝うべきで、大人の眼のない所で、犯罪に対する防御策を充実していくべきであり、子供に対して学校等で教育していただいていることはあるが、さらにそれを充実すべきだということで、これもまた、町が自らに課しています。特に、昨今低年齢の子供の連れ去りや殺人等に発展していますが、大人だけでは防ぎきれない所があったという背景で制定しています。
伊藤委員　　　今、7条、8条の所が特にということだったが、理念条例を制定する必要があるのかと思うが、他の市町の議論を聞いた時に、理念条例のこの程度であれば、安全なまちづくり宣言でいいのではないかという議論があった。なおかつ、条例を提案する必要性を確認したい。
安心安全課長　やはり参加する方のこともあります。あえて今回、町民や事業者、これまでは行政が自ら宣言して終っていましたが、町だけでなく町民や事業者あらゆる方が連携して取り組んでいこうということで、条例の制定を行いました。
前田委員　　　条例を作ったからと言って、犯罪が減るということもないと思う。その辺の周知徹底と、これからの対策をこの条例に基づいてしっかりやってもらいたい。
安心安全課長　本町としての犯罪の件数ですが、平成15年に1,800件程ありました。昨年は1,000件程に約40%以上減ってきています。この間、町として安心安全課を独立させたことに始まり、青色回転灯付きパトロールカー、セーフティステーションを充実して、日頃の防犯体制を強化してきたこともありますし、警察等の協力により犯罪防止に努めてきましたが、年々犯罪構成が変わってきています。速効性のある対応を毎年やることによって減少もしますが、しかし、町だけでは何ともなりませんので、地域力の向上を目指すために事業者や町民と共に犯罪を少なくする努力を続けていきたいと思います。
委員長　　　　他ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第62号長久手町安心で安全なまちづくり条例の制定について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第62号については原案のとおり可決することに決しました。

　　　　　　　次に、閉会中の継続調査についてお諮りいたします。

　　　　　　委員のお手元に配布してあります継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査したいと思いますが、ご異議ありませんか。

　　　　　　（異議なしの声あり）

　　　　　　　ご異議ないものと認めます。継続調査申出事件一覧表を私から議長に申し出ておきますから、ご了承願います。

なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任していただけますか。

（異議なしの声あり）

ご異議が無いようですのでそのように取り計らいさせていただきます。以上で建設環境委員会を閉会します。

午前１０時４２分閉会　　　

以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２０年１２月１５日

建設環境委員会委員長　じんの和子
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